
ふれあいの森林づくり表彰実施要領 

 

１．趣  旨 

都市の活力を山村に導入して、国民が一体となってかけがえのない森林を守り育て次の世

代に美しいみどりを伝えていくことを目的とする「ふれあいの森林（もり）づくり」は、国

土緑化運動の一環として、国家的視野のもとに推進することが重要であり、このふれあいの

森林づくりの発展に資するため、表彰を行うものである。 

 

２．表彰の対象 

ふれあいの森林づくりにより、緑化の推進に顕著な実績をあげた市町村等（特別区、財産

区、森林組合及び森林ボランティア団体を含む。）とする。 

なお、「ふれあいの森林づくり」とは、市町村や森林ボランティア等により、分収林、緑

の募金、森林環境譲与税等を活用して、農山村と都市との連携・交流等図りながら森林整備

を行い、都市住民、青少年、児童生徒等の地域社会における「ふれあいの場」となる森林づ

くりをいう。 

 

３．表  彰 

（１）表彰は、次の感謝状とする。 

    国土緑化推進機構会長賞（４点以内） 

    国土緑化推進機構理事長賞（若干） 

（２）表彰は、毎年秋期に開催される全国育樹祭において行う。 

 

４．推  薦 

（１）都道府県知事は、推薦しようとする管下の市・町・村等（前年度にこの要領による国土

緑化推進機構会長賞を受けたものを除く。）について、下記事項を考慮の上、別紙様式に

よる調書を作成し、国土緑化推進機構に提出するものとする。 

     (ｱ) 推薦団体の森林づくりへの取り組み状況 

     (ｲ) 農山村と都市との交流の状況 

     (ｳ) 都市住民等の森林づくりへの参加の状況 

   (ｴ) 地域社会への貢献の状況 

（２）推薦は、各都道府県につき１点とする。 

 

５．選  考 

（１）国土緑化推進機構に中央表彰委員会を設ける。 

（２）中央表彰委員会の委員は、国土緑化推進機構理事及び学識経験者の中から、国土緑化推

進機構理事長が選び委嘱する。 

（３）中央表彰委員会は、４により提出された推薦調書をもとに被表彰市町村等を選考し、

（必要に応じて現地調査を行い）決定する。 

 

 

 


